
 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おおくら 
   ★市民センターだより★ 

 

  
平成２６年３月１日発行 

 

第 ２９ 号 
 

大倉地域市民センター 

Tel/ FAX 0237-55-２４１７ 

２
月 

日(

土)

に
、
大
倉
地
域
元
気
な
街
づ
く
り
協

議
会 

防
災
安
全
部
会(

奥
山
眞
一
部
会
長)

に
お
け
る

本
年
度
最
後
の
事
業
と
な
る
救
急
救
命
講
習
会
が
、
大

倉
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
事
業
は
、
大
倉
地
域
に
お
け
る
緊
急
時
の
救
命

方
法
を
よ
り
多
く
の
方
に
学
ん
で
も
ら
う
た
め
、
平
成 

 

年
度
よ
り
街
づ
く
り
協
議
会
独
自
の
講
習
会
と
し

て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
普
通
救
命
講
習
会
（
３
時

間 

修
了
証
交
付
）
と
補
完
の
た
め
の
救
命
講
習
会

（ 

分
）
を
隔
年
で
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 
今
年
度
は
、 

分
の
救
命
講
習
が
行
な
わ
れ
、
防
災

安
全
部
会
員
の
ほ
か
、
地
域
の
防
災
を
担
っ
て
い
る
消

防
団
員
の
方
々
も
参
加
し
、
消
防
署
の
担
当
か
ら
心
肺

蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
除
細
動
器
）
の
実
技
の
指

導
を
受
け
、
手
順
の
再
確
認
を
行
い
ま
し
た
。 

 

来
年
度
は
、
部
会
員
の
構
成
も
替
わ
る
こ
と
か
ら
、

普
通
救
命
講
習
を
行
う
予
定
で
、
今
後
も
地
域
の
多
く

の
方
が
救
命
方
法
を
学
べ
る
よ
う
に
実
施
し
て
行
く

予
定
で
す
。 

 

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
市
民
セ
ン
タ
ー
玄
関
外
（
冬
期
間
は
玄
関

内
）
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
も
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
設
置
場
所
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
も
し
も
の
た
め

に
救
急
救
命
講
習
を
受
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。 

 

号
掲
載
記
事 

１
面 ■

も
し
も
の
た
め
に
！ 

救
急
救
命
講
習 

街
づ
く
り
協
議
会
防
災
安
全
部
会 

 

２
面
・
３
面 

■
ま
ち
づ
く
り
計
画
報
告
③ 

（
最
終
回
） 

 

４
面 ◇

地
域
の
話
題 

■
大
倉
地
域
見
守
り 

支
援
座
談
会 

 

◇
お
知
ら
せ 

■
市
長
と
語
ろ
う 

「
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」 

大
倉 

 街
づ
く
り
協
議
会
で 

臨
時
託
児
を
開
設 

 

■
雑
が
み
回
収 

 

■
薄
皮
桜
も
ち
つ
く
り 

大
倉
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド 

 

■
市
民
セ
ン
タ
ー
・
体
育
館 

の
使
用
方
法
が
変
わ
り
ま
す 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市
民
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

号
に
つ
づ
き
、
大
倉
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
改
訂
版

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。（
最
終
回
） 

  

こ
の
計
画
は
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
で
し
ょ
う
か 

 

お
わ
り
に 

 
 

時
間
経
過
と
と
も
に
生
活
環
境
も
変
化
す
る
た
め
、
こ
の
計
画
の
実
現
性
も

変
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

 

こ
の
計
画
の
評
価
は
、
毎
年
の
実
施
事
業
ご
と
に
評
価
す
る
と
と
も
に
、
２

ケ
年
ご
と
を
目
標
に
計
画
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
評
価
・
修
正
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
計
画
の
最
終
年
時
に
は
評
価
を
基
に
、
計
画
の
継
続
・
廃
止
・
追

加
を
判
断
し
、
ひ
き
つ
づ
き
継
続
し
た
計
画
と
な
る
よ
う
大
倉
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
指
標
を
作
成
し
て
行
き
ま
す
。 

   
 

大
倉
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
左
図
の
と
お
り
で
す
。 

行川地区 八幡神社 

背炙り峠からの中沢棚田 

大倉堤と桜 

以
下
は
計
画
書
に
添
付
し
て
い
る
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。 

 
 

資
料
編 

 
 

地
域
の
人
口
経
過 

 

大
倉
地
域
の
人
口
に
つ
い
て
は
、
昭
和 

年
に
一
＊
八
九
○
人
で
あ
っ
た
が
、

金
谷
地
区
の
分
譲
等
を
背
景
に
、
平
成
４
年
に
は
二
＊
○
三
三
人
に
ま
で
増
加

を
た
ど
っ
た
。
そ
の
後
減
尐
に
転
じ
、
平
成 

年
に
は
一
＊
五
○
四
人
ま
で
減

尐
し
て
い
る
。 

 

世
帯
数
に
つ
い
て
は
、
昭
和 

年
に
四
一
四
世
帯
で
あ
っ
た
が
、
昭
和 

年

以
降
四
五
○
世
帯
以
上
を
保
ち
、
平
成 

年
に
は
四
七
六
世
帯
の
ピ
ー
ク
を
迎

え
、
平
成 

年
現
在
も
四
四
八
世
帯
と
ほ
ぼ
同
水
準
を
保
っ
て
い
る
。 

 

人
口
構
成
に
つ
い
て
は
、 

昭
和 

年
に 

歳
未
満 

 

・
９
％
、 

～ 

歳 

 

・
６
％
、 

歳
以
上 

 

・
５
％
で
あ
っ
た
が
、
平 

成 

年
に
は 

歳
未
満 

 

・
２
％
、 

～ 

歳 

 

・
５
％
、 

歳
以
上 

 

・
２
％
と
な
り
、
尐
子
高 

齢
化
が
顕
著
で
あ
る
。
特
に 

 
歳
以
下
の
人
口
割
合
の
減 

尐
は
大
き
く
、
各
年
代
と
も 

 

年
前
に
比
べ
、
約 

％
～ 

 

％
と
大
き
く
減
尐
し
て
い 

る
。 

 
人口の推移                        （単位：人） 

年齢帯 昭和 58 昭和 63 平成 5 平成 10 平成 15 平成 20 平成 25 
平成 30

（見込） 

6 5 歳 以 上 273 304 379 467 517 542 500 559 

36～64 歳 744 840 855 816 753 658 611 525 

25～35 歳 314 301 240 166 143 164 137 143 

19～24 歳 138 92 77 91 125 105 87 50 

13～18 歳 119 117 139 162 138 112 69 45 

 7～12 歳 116 155 177 151 113 65 52 47 

 0～ 6 歳 176 178 145 114 73 73 48 48 

合 計 1,880 1,987 2,012 1,967 1,862 1,719 1,504 1,417 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 　地域芸術文化スポーツ団体 　地域団体 　サポーター
大倉甑会　大倉スポーツ少年団 各地区青年会　婦人会　 有識者　
居合クラブ　俳句会　大倉グラウンドゴルフ協会　ゴルフ愛好会 老人会　自主福祉団体 地元出身者
民踊会　大倉そばの会　その他各種サークル 育成会　ほか 地域担当職員　ほか

事務局

理事会
構成：区長（会長、副会長、各部会長）

・地域計画に基づく事業の推進並びに課題の検討に関すること
・各地区における本会事業の推進に関すること

・地域内連携に関すること
・地域内緒団体との連絡調整に関すること

・その他、地域活性化に関すること

構成
部会長（区長）
副部会長（区長１名　他１名）
部会員
　地区選出者

・地域環境保全活動事業
・その他環境衛生に関する諸事業

ふるさと部会
（生涯学習事業関連部会）

構成
部会長（区長）
副部会長（地区長１名　他２名）
部会員
　地区選出者
　市スポーツ推進委員
　地区選出体育指導員
　老人クラブ連合会選出者
　子ども育成協議会会長・副会長
　子ども育成協議会地区会長
　大倉「夢」クラブ代表・副代表
　大倉わくわくランドコーディネーター
　他

・ふる里まつり開催に関する事業
・大倉「夢」クラブ、その他各種プロジェクト
運営
・スポーツ・レクリエーションに関する事業
・生涯学習講座開催に関する事業
・その他、生涯学習関連諸事業

長寿安心部会
（地域福祉関連事業部会）

構成
部会長（区長）
副部会長（区長１名　他２名）
部会員
　大倉地区婦人会長・副会長
　地区婦人会担当者
　民生委員児童委員代表
　地区担当民生委員
　児童委員

・敬老会の開催
・いきいきネットワーク事業
・地域高齢者交流事業
・各種募金活動事業
・その他地域福祉に関する諸事業

美しい郷景観部会
（環境事業関連部会）

組織図 大倉地域元気な街づくり協議会

会長
副会長　2名

対外的な役職を兼ねる
村山市福祉協議会大倉支会長
大倉地域消防後援会会長

大倉地域自主防災会連合会長
村山市共同募金会大倉分会
大倉地域地域環境代表
大倉地域防犯対策代表

村山駅前交番協力会地域代表

監査　2名

防災安全部会
（防災防犯事業関連部会）

構成
部会長（区長）
副部会長（区長１名　他３名）
部会員
　消防団第３分団長
　消防団地区選出者
　婦人消防クラブ地区代表
　交通安全協会大倉支部長
　交通安全協会地区選出者

・消防団運営に関する後援事業
・地域防災に関する事業
・地域安全・防犯に関する事業
・その他地域安全に係る諸事業

甑岳冠雪の風景 

 

史
跡
・
地
域
資
源
一
覧 

名 称 由  来 大倉ふる里カルタ 

甑 岳 

大倉地域の東にそびえる標高 1015.5 メートルの山で、東

北百名山にも選ばれている。その山容は米などを蒸す器

「甑」に似ていることから、その名が付いたと云われてい

る。古くは御山として山岳信仰として三尊が祀られ、多く

の参拝者があったと云われている。 

 

大 倉 堤 
（大倉溜池） 

大倉堤は、市内最大の溜池であり、古く天正年間に築堤さ

れたのが始まりで、大倉・西郷・楯岡地区の農業用水とし

て使用されている。大昔は度々堤防決壊を繰り返し、人柱

「おくら」の話も云い伝えられている。絶滅危惧種植物「田

字草」の生育地でもある。 

 

櫤 山 館 
（大 倉 館） 

行川の南方大倉堤の南東にあたる小高い山頂にあり、富並

の鬼兜城があった時代に、連絡を取るために建てられた城

の址。現在は壇階状の跡が残っている。 

 

居 合 神 社 
日本一社の神社であり、居合流を現世に広めた林崎甚助重

信公を祀った神社。 

 

勝 負 平 
行川地区東南の小高い山懐に位置し、昔、東北地方に勢力

を持っていた安倍一族を源頼義が討伐した際に戦場となっ

た場所だったと云われている。 

 

阿 弥 陀 堂 
中沢地区中央部の通称「堂の前」と呼ばれている阿弥陀堂。

この神仏は昔、甑岳の山岳信仰が栄えた頃、甑岳にあった

とされている。 

 

中沢不動尊 

中沢地区東部に位置し「大石山大聖不動明王」を祀ってい

る。村山市の文化財にも指定されているが、開創の時期は

明らかでない。水清く杉の老木立ち並ぶ境内は厳かな雰囲

気を漂わせている。 

 

薬 師 堂 
新山地区東方、山裾の林の中に薬師堂がある。中沢の阿弥

陀堂と同じで甑岳の山岳信仰が栄えた頃、甑岳の中腹にあ

ったと伝えられている。 

 

豆入り観音 
正確には「奴意輪観音」と呼ばれている。「豆入り観音」と

いうのは、お参りをした時、護符としてもらうのがいり豆

に砂糖をまぶした「砂糖豆」だったからと伝えられている。 

 

 

名 称 由  来 大倉ふる里カルタ 

八 幡 神 社 
行川地区東部の神社。「勝負平」にも関係するが、安倍一族

を討伐にきた源頼義が必勝祈願した神社といわれている。 

 

レンガ場跡 
明治 35 年、鉄道建設が盛んになり、トンネルなどに使わ

れたレンガを造る工場があり隆盛を極めた。 

 

背 炙 り 峠 
この峠は、尾花沢の銀山温泉が隆盛を極めた頃の主街道で

ある。名前の由来は、往きも復るも日向で汗だくになる峠

であったと云われている。 

 

 

行川 晩秋の林堤寺境内 

林崎 日本一社居神社 

 

大
倉
地
域
マ
ッ
プ 

 
 

平
成 

年
春
に
製
作
予
定
で
す
。 

 

大
倉
地
域
の
街
づ
く
り
協
議

会
は
、
大
倉
地
域
の
多
く
の
誇
り

う
る
資
源
を
地
域
が
主
体
的
に

な
っ
て
活
用
し
、
よ
り
大
倉
ら
し

い
「
元
気
な
街
づ
く
り
事
業
」
を

展
開
し
、
地
域
の
活
性
化
、
安
全

安
心
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
平
成 

年
３
月
に
組
織
さ
れ

ま
し
た
。 

 

平
成 

年
度
よ
り
４
つ
の
部
会

制
に
組
織
を
変
更
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。 

 

大
倉
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
見
直
し
の
経
過 

 

大
倉
地
域
元
気
な
街
づ
く
り
協
議
会(

組
織) 

平成２５年 

  ７月２７日  第 1 回見直し委員会（各作業部会 第１回部会） 

  ８月 ７日  第 2 回地域活用発信作業部会 

  ８月１８日  第 2 回地域防災安全作業部会 

  ８月２３日  理事会へ見直し状況経過報告 

  ９月 ５日  第 2 回地域景観環境作業部会 

  ９月 ７日  第 2 回地域福祉作業部会 

  ９月２０日  第 3 回地域活用発信作業部会 

 １０月 ３日  第 4 回地域活用発信作業部会 

 １０月 ５日  第 3 回地域福祉作業部会 

 １０月 ９日  理事会へ見直し状況経過報告 

 １０月 ８日  第 3 回地域防災安全作業部会 

 １０月１７日  第 3 回地域景観環境作業部会 

 １１月２０日  理事会へ見直し状況経過報告 

平成２６年 

  １月１６日  理事会において見直し計画(案)について最終確認 

  １月２８日  第２回見直し委員会（全体会報告会、計画案承認） 

   

大倉地域まちづくり計画見直し委員会（敬称略） 

委 員 長 鈴木忠彦 

副委員長 齋藤勝男   齋藤一雄 

地域活用発信関係作業部会 
部会長 高橋正四   副部会長 鈴木忠彦 
部会員 鳥村 進   齋藤 栄   鈴木藤雄   奥山 守   齋藤正広 
    石川敬悦   鈴木孝志   齋藤一治   齋藤和子   鈴木かずみ 
    五十嵐美香  高橋直樹   井上一之介  笹原 崇 

地域福祉関係作業部会 
部会長 鈴木達夫   副部会長 鈴木勇夫 
部会員 齋藤 隆   土田一夫   淀川 曻   鈴木 清   齋藤喜芳 
    櫻井和子   太田豊幸   鈴木 進   安孫子日登美 早坂ユキ子 
    鈴木拓弥   齋藤浩二   金子一志   安孫子信弘 

地域防災安全関係作業部会 
部会長 奥山眞一   副部会長 齋藤一雄 
部会員 鈴木光雄   工藤芳美   齋藤美智男  石川真二   平山久夫 
    髙橋健夫   野口 勝   渡辺卙子   齋藤吉子   齋藤哲子 
    早坂英樹   笹原 泉   髙橋史直   齋藤光幸   菊地寿幸 
    安達健治 

地域景観環境関係作業部会 
部会長 西山 眞   副部会長 齋藤勝男 
部会員 奥山七郎   佐藤 通   平山正三   齋藤徳士   鈴木健治 
    遠藤正人   渡辺勝義   竹村 享   齋藤ケイ子  櫻井厚子 
    平山龍一   齋藤 豊   笹原芳彦   齋藤里美   鈴木慶将 

まちづくり計画見直し委員会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２
月 

日
に
、
大
倉
地
域
の
各
地
区
役
員
や

民
生
委
員
児
童
委
員
、
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
推
進
員
、
並
び
に
地
域
で
事
業
を
行
っ
て
い

る
方
達
が
集
ま
り
、
地
域
の
高
齢
者
の
方
々
の

見
守
り
に
つ
い
て
座
談
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
座
談
会
は
、
村
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

が
主
催
し
た
も
の
で
、
地
域
の
高
齢
化
が
進
む

な
か
で
、
各
家
庭
で
も
核
家
族
が
多
く
な
り
、

地
域
の
中
で
の
関
わ
り
合
い
も
希
薄
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、
高
齢
者
に

関
わ
る
事
故
等
も
増
え
て
い
ま
す
。 

 

大
倉
地
域
に
お
い
て
も
、
一
人
暮
ら
し
や
二

人
暮
ら
し
高
齢
者
、
日
中
高
齢
者
だ
け
の
世
帯

に
関
わ
る
事
故
が
増
え
て
お
り
、
先
日
も
あ
わ

や
の
出
来
事
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
事
態
に
は
、
周
囲
の
方
々
の
い
ち

早
い
異
変
の
察
知
が
必
要
で
、
地
域
の
関
わ
り

合
い
を
大
切
に
し
て
、「
も
し
か
し
た
ら
！
」
と

気
に
か
け
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

こ
ん
な
と
き
に
は
、「
も
し
か
し
た
ら
！
」
と

思
っ
て
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

●
最
近
あ
ま
り
顔
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見
な
く
な
っ
た 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

●
新
聞
や
郵
便
物
が 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

溜
ま
っ
て
い
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

●
夜
に
な
っ
て
も
電 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

気
が
つ
い
て
い
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

●
ま
た
は
昼
間
で
も 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

電
気
が
つ
き
っ
ぱ 

な
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

●
積
雪
に
足
跡
が
な 

い 
 

な
ど 

○お
○知
○ら
○せ 

「
お
お
く
ら 

市
民
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
に
は
、

各
種
お
知
ら
せ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
掲

載
し
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
が
載
せ
た
い
情

報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

取
材
等
も
伺
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

ゴ
ミ
減
量
化
・リ
サ
イ
ク
ル
に 

ご
協
力
く
だ
さ
い 

３
月
２
日 

雑
が
み
回
収 

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
、
雑
が
み
回
収
が
行
わ
れ

ま
す
。 

【
回
収
対
象
の
雑
が
み
は
、
新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
牛

乳
パ
ッ
ク
等
の
紙
パ
ッ
ク
以
外
の
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
紙

で
す
。
例
え
ば
、
空
き
箱
・
包
装
紙
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
封

筒
・
プ
リ
ン
ト
等
で
す
。 

紙
袋
や
大
き
め
の
封
筒
に
入
れ
て
、
朝
８
時
ま
で
に
燃
や

せ
る
ゴ
ミ
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

 市
長
と
語
ろ
う 

 

「ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」 

大
倉 

 

市
長
が
大
倉
地
域
を
訪
問
し
、
大
倉
地
域
の
話
題

に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
す
。 

大
倉
地
域
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

  

日
時 

 

３
月 

日(

木) 

午
後
６
時 

分
～ 

 

会
場 

 

大
倉
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー 

２
階 

 

臨
時
託
児
を
開
設 

大
倉
地
域
元
気
な
街
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
若

い
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
も
参
加
し
や
す
い
よ
う

に
「
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」
の
間
、
市
民
セ
ン
タ
ー

１
階
で
保
育
資
格
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
託
児

を
行
い
ま
す
。 

※
事
故
の
無
い
よ
う
に
気
を
配
り
ま
す
が
、
責
任
を

負
う
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
若
干
の
お
菓
子
な
ど
も
出
ま
す
の
で
、
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
場
合
に
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

昔
な
つ
か
し
い 

「薄
皮
桜
も
ち
」つ
く
り 

 
 

大
倉
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド 

 

大
倉
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
で
は
、
子
ど
も
達
の

春
休
み
に
あ
わ
せ
、
お
菓
子
作
り
体
験
を
行
い

ま
す
。
小
学
生
・
新
１
年
生
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
事
前
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
８
日
ま
で
） 

 

日
時 

 

３
月 

日(

金) 

午
前
９
時 

分
～ 

 

会
場 

 

大
倉
地
域 

市
民
セ
ン
タ
ー 

 

参
加
費 

１
人
１
５
０
円 

（
当
日
集
金
） 

市
民
セ
ン
タ
ー
・体
育
館
の 

使
用
方
法
が
変
わ
り
ま
す 

 

こ
れ
ま
で
鈴
木
博
輝
さ
ん
宅
で
貸
出
し
管

理
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
夜
間
利
用
及
び

休
館
時
利
用
の
市
民
セ
ン
タ
ー
の
カ
ギ
及
び

旧
大
倉
小
学
校
体
育
館
の
カ
ギ
の
貸
出
し
が
、

４
月
１
日
か
ら
市
民
セ
ン
タ
ー
に
変
更
に
な

り
ま
す
。 

使
用
の
際
に
は
、
事
前
に
届
け
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
大
倉
地
域
市
民
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 


